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概 要：

本会議開催の目的は，ウェブなどの情報を「意味に基づいて知的処理」することを目指す「セマンティッ

クテクノロジー」に関して議論する場を主にアジア地域に提供することで，学界と産業界における研究と応

用を促進することでした。

実際に，本会議には 26ヶ国から 90 本という多くの論文投稿があり，その中から厳密な論文査読の結果，一

般論文：22 本，In-Use トラック論文：7 本，特別トラック論文：6本が採録されました。In-Use トラック論

文は応用的技術を扱っている論文であり，特別トラックは今回初の試みとしてボトムアップ的にホットな

テーマの提案を募ったもので，「Linked Data の実践」などのホットトピックに関する論文が採録されました。

本会議では，4つの招待講演，1つのチュートリアル講演に加えて，これらの論文が 7つのセッションに分か

れて，セマンティックウェブ，Linked Data，オントロジーなどの幅広いトピックについて熱心な議論が行わ

れました。

会議には，計 110 名 (一般：71 名，学生：39 名) の参加者があり，その内訳は日本国内から 55 名，海外

16ヶ国から 55 名でした。アジア諸国に加えてヨーロッパ諸国からの参加者も多く，アジア内に加えて，アジ

アとヨーロッパの相互交流を促進する効果がありました。また，学界に加えて，産業界からも多くの参加が

ありました。

このように本会議は，計算機が「情報の意味」を捉えて人間と調和するために不可欠な情報科学技術の学

術的理論と応用的技術の両方について有意義な議論と交流の場を提供することができたといえ，成功を収め

たと言えます。
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概 要：

2011 年 3 月以来，アジア太平洋地域の各国の代表者が会合を重ね，この地域で Human-Computer

Interaction (HCI) 分野の新しい学会を作ろうという活動が進められ，少しずつ構想を具体化してきました。

この地域の国々の間の格差やさまざまなユニークな特徴を理解した上で，相互理解と協力を通して教育や研

究レベルの活性化と底上げ，さらにこの地域らしい新産業創出の流れを作り出すことによって，人々の生活

の質 (QOL) を向上させたい。そのために，これを理念とするような新しい学術団体 (学会) を設立する必

要があるという結論の上に議論が進められてきました。またこの学会は，主に北米を基盤とする ACM や

IEEE，そして主に欧州を基盤とする IFIP などの既存の国際的な学術団体とは協力はするものの，独立性を

保った形で設立・運営するという方針で準備が進められてきました。

今回，新学会設立に向けた具体的な手順を話し合うためのワークショップを，域内各国の代表者とともに，

2013 年 2 月 2 日〜4 日に東北大学電気通信研究所で開催しました。第 7 回目となる今回は，インド，中国，

韓国，台湾，シンガポール，ニュージーランド，そして日本の計 7 か国から 13 人の代表者が集まりました。

そして，2013 年度中を目標に新しい学会を設立することを決め，そのための役割分担とスケジュールを作成

しました。また，今，せっかく新しく学会を立ち上げるのであれば，HCI 研究の特徴や現状の問題点を踏ま

えてこの分野を大きく飛躍・発展させる新しいチャレンジができるような機能を持たせるべきだとして，新

学会の組織や役割などについても議論を行いました。
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